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令和５年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（１）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題と
今後の改善方策

(1) 中高一貫教育 評価指標 評価指標の達成度 総合評価
の推進

①中高連携の促進に努め、 ①・中高一貫教育推進委員会を定期的 ①・中高一貫教育推進委員会は年１回の実施と 〈評定〉 ○６年間で一貫して教育す ○中高一貫教育校として18年
生徒の個性や能力を伸長 に開催し、学校行事の内容を検討 となったが、行事等の打合せを各課の中高 ることで、こんな生徒が が過ぎ、概ね良好な中高一

するとともに、異年齢集 し、充実させる。 担当者で行い、充実させることができた。 Ａ 育つんだというアピール 貫教育ができていると考え
団における社会性の育成 ・「中高一貫教育を活かした教育活 ・中高一貫教育を活かした教育活動が行われ がほしい。 ている。しかしながら、生
を進める。 動が行われている｡｣と思う教員・ ていると思う教員は､｢ある程度思う」を含 徒の多様化が進んでおり、

保護者の割合は、70％以上をめざ めて81.3％、保護者は79.2％で、目標を達 ○同じ重点課題で、評価指 これまでの教育活動に関す
す。 成した。 標が中学校と高校では基 る検証結果や、生徒や教

・「学校生活に満足している｡｣生徒 ・生徒の学校生活への満足度は84.7％で、昨 〈所見〉 準値が違っている。本来 員の実態に合う効果的な対
の割合は、70％以上をめざす。 年より1.0ポイント増加している。 は中学校から高校に進む 策を十分に検討し、学習

令和６年１月実施の６年 ことで基準値が上がって 指導・進路指導・特別活動
②６年間の計画的・継続的 ②・川島高校の生徒の学習内容の満足 ②・教育課程やクラス編制・講座編成について 生対象中高一貫教育アンケ いくのが望ましいと考え 等の各領域で更なる充実を
な教育の研究を進め、中 度70％以上をめざす。 教育課程委員会等で来年度に向けての課題 ートで、川島高校での学校 る。計画段階で中学校と めざし、中高一貫教育の推
高の一貫性を促進する。 を話し合い、方向性を確認した。 生活、学習内容、進路指 高校で擦り合わせが必要 進を図りたい。

・保護者による教育課程（選択科目等）の満 導、学校行事に対する満足 である。
足度は88.3％で前年比0.6ポイント増加し 度はすべて80％以上であっ ○学校行事や部活動等を通し
ている｡ た。今後も更に魅力ある中 て中高生徒の交流ニーズの

高一貫教育校を目指して様 把握を図る。また、共通テ
活動計画 活動計画の実施状況 々な方策を考えなければな ストに対応できる力「思考

らない。 力・判断力・表現力」を身
①・前年度６年生対象の「６年間の学 ①・令和６年１月実施の６年生対象中高一貫教 につけさせるため、中高相

校生活」のアンケート結果を踏ま 育アンケート結果を参考に、中高一貫教育 本年度は、８月の中学生 互の授業見学や研究授業等
え、中高連携の学校行事をより充 推進委員会で中高の学習指導、進路指導や 体験入学に約250人の中学 でICT機器やグループワー
実させる。 生徒間の交流について協議した。また､｢先 生と保護者が参加し、授業 ク等を積極的に導入した

・県立川島中学校オープンスクール 輩に学ぶ」と題して、２年生が５年生から 体験と説明会を通して、本 い。
での学校説明会や、県立川島中学 高校生活の話を聞いたり、質問したりとい 校への関心を深める機会と
校３年生対象説明会での発表内容 った形での取り組みや、例年行っているス なった。また、11月に行っ
を十分検討する｡ ペシャルアプローチ(SA)、中学生の高校部 た公開授業も昨年度を大き

・中高相互の授業見学、研究授業に 活動への参加について等、多彩な中高連携 く上回る参加が有り、本校
対する協議や中高合同の教科会に について検討した。 の教育活動に対する理解を
おいて、授業方法等について検証 ・それぞれの授業力向上にむけ、３回の授業 深める機会となった。
し、生徒が積極的に授業に参加す 見学週間を設け、授業見学にあたっては、
る授業展開ができるよう授業の工 「ICTの活用からの授業改善」や「主体的･
夫改善を図る。 対話的で深い学びの視点からの授業改善」

などのテーマを定め見学し、互いに授業に
ついての感想や改善点等を共有した。また
中高合同の教科会を学期ごとに実施し、６
年間でどのように生徒を育てるか話し合っ
た。

②・新課程における教育課程を教育課 ②・令和６年度入学生の教育課程については、
程委員会及び教科会、中高一貫教 教科会及び教育課程検討委員会を開催して
育推進委員会で検討し、編成す 検討し、新課程での新しい教育課程を作成
る。 した。

・来年度の学力確認テストの実施や ・中高相互の授業見学や中高合同の教科会
授業の展開、クラス編制等の検証 を実施し、生徒の実情や進捗状況を確認し
をする。 た。

・定員の発表を受け、令和６年度入学生の
クラス編制について、課会や年次会などで
検討し、応用クラスの方向性について確認
した。
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令和５年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（２）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題と
今後の改善方策

(2) 確かな学力の 評価指標 評価指標の達成度 総合評価
充実と指導力
の向上 ①個別面談の充実や、朝の ①・三者面談や個人面談に対する生徒 ①・三者面談や個人面談に対する生徒の満足度 〈評定〉 〇「確かな学力」とは何 〇生徒保護者ともに面談に対

学習、家庭学習など自主 の満足度70％以上をめざす。 は92.4％であった。 か。重点目標に「主体的 する満足度は高いが、学力
学習の促進に努める。 ・手帳（ｽｺﾗﾉｰﾄ）を活用することに ・手帳（ｽｺﾗﾉｰﾄ）を活用することにより､｢学 Ｂ ・対話的で深い学びを目 向上や進路指導の充実を図

より､｢学習の習慣が身についた｡｣ 習の習慣が身についた｡｣と思う生徒の割合 指す」とあり、３つの柱 るため、個別面談や三者面
と思う生徒の割合は、70％以上を は37.9％だった。 の資質・能力を育成する 談の充実に一層努め、生徒
めざす。 ・図書館の年間入館者数は6,623人（１月末 ために学力をどのように の実態に合った具体的なア

・読書の推進に努め、図書館の年間 現在）で、昨年より388人増加した。図 捉え、教員が深く考え、 ドバイスや課題を与える。
来館者数7,200人以上（中学生含 書貸出冊数は2,836冊（１月末現在）で､ 〈所見〉 どういうふうに発信して また、各教科で家庭学習時
む）をめざす。（一人あたり15回 前年より256冊増加した。一人あたり14回 いくのかが問われてい 間増加のための手立てを考
／年） の来館となる。 三者面談や個人面談に対 る。検討してほしい。 えるとともに、学習方法の

する肯的意見が生徒92.4、 指導も行う。
②学力向上を図る研修を充 ②・学力向上検討委員会と連携し、公 ②・ICT利用頻度を昨年度より10%以上向上させ 保護者84.9％となり、生
実させ、ICTを生かした 開授業の機会を設ける。 たと答えた教員の割合は59.1%と半数を超 徒、保護者とも面談等のサ ○スコラ手帳については担任
主体的・対話的で深い学 ・ICTを利用した課題提出やグルー えた。 ポート体制には満足できて と生徒の間のコミュニケー
びの実現を目指す。 プ学習、また、既習事項の復習な ・授業が補助プリントやICT機器等を活用す いるようである。 ションの方法の一つとして

ど各教科で工夫し、ICT利用頻度 るなど工夫されていてわかりやすいと答え 定着しているが、生徒の学
を昨年より10％以上向上させる。 た生徒は84.7％であった。 習習慣の改善にいたってお

・生徒の授業に対する満足度70％以 ・習熟度別学習や少人数学習に対する生徒満 生徒の授業に対する満足 らず、来年度に向けてICT
上をめざす。 足度は74.1％であった。 度は目標の70％以上を達成 の導入なども検討していき

・国・歴・公・数・理・英におい ・国・歴・公・数・理・英において教科会を したが、今年度は生徒用ブ たい。
て、教科会を年間３回以上実施 年間３回実施した。 レットPCの不具合が発生し
し、授業改善に取り組む。 思うようにいかない場面が ○社会の変化に伴い、思考力

多かった。一方で、教員の ・判断力・表現力や主体性
活動計画 活動計画の実施状況 電子黒板の利用は定着しつ が評価される入試となり、

つある。 あわせてコロナ禍でICT活
①・生徒との常時面談を心がける。 ①・個人面談は４月と９月、及び10月の科目登 用力が必須となった。これ
・「朝の学習の時間」を毎日10分間 録時を含め３回以上実施できた。また、保 教科ごとで定期考査や模 まで以上に教員の指導力の
設定し、基礎学力の定着を図る。 護者面談は８月の三者面談に加え随時必要 試の結果の分析を実施する 向上と授業改善が必要であ

・毎週月曜の朝、手帳（ｽｺﾗﾉｰﾄ）に に応じて実施した。 ことで、教員同士で重点的 る。
週の計画を立てさせる。また、可 ・朝の学習は全校集会など特別な場合を除き に指導する分野の共有が図
能な範囲で授業でも活用する｡ 毎日実施できた。４・５年生は、国数英を られた。また、６年生の進 ○模試分析会や教科会を定期

・家庭学習時間調査を年６回行う｡ 中心に小テストを行うなどして基礎学力の 路指導においては、きめ細 的に実施し、生徒の現状を
・図書館だよりや展示内容の充実を 向上に向けて努力を重ねることができた｡ かい指導の結果、ほぼすべ 年次団や各教科担任が分析
図るとともに、各教科と連携し、 ６年生は生徒の進路希望に沿った内容をホ ての生徒が希望の進路実現 し、個々の指導改善を行
授業における図書館利用の機会を ームルーム単位で実施した。 を果たした。 う。
増やし、読書への興味関心を喚起 ・朝の学習ノートや手帳（ｽｺﾗﾉｰﾄ）は、生活
する。 の記録、学習内容や時間を担任がチェック 図書館の貸出冊数や来館 ○読書については、調べ学習
・長期休暇中にICTを活用した課題 した。 者数が昨年より増加した。 や進路に関する図書の利用
を各教科で出題する。 ・宿題・週末課題は、提出させて教科担任が 委員会活動の活性化や授業 などを通して、さらに推進

チェックした。 での利用をさらに呼びか する必要がある。
・家庭学習時間調査は実施回数を見直し３回 け、読書への意欲喚起を促
に減らし、結果を職員会議やPTA総会等で す努力を続けたい。
報告した。

・図書館では図書館便りの発行や季節ごとに
テーマを設け図書館の利用促進を図るとと
もに、調べ学習に使える資料や小論文によ
く出る本の購入や紹介に努めた。また、委
員会活動をより活発化させるため、文化祭
での企画展示や県立図書館や県教育委員会
主催のコンテストなどにも作品を応募し、
入賞を果たした。

②・学力向上検討委員会と連携し、国 ②・進研模試の結果を学年で分析した。これら
・歴・公・数・理・英における学 の取り組みを通して授業改善に生かすと共
力・学習状況についての目標・方 に、教師の意識改革、ノウハウの共有を進
策を設定し、学習支援体制の改善 めた。
に努める。
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令和５年度徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（３）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題と
今後の改善方策

(3) 生徒の能力・ 評価指標 評価指標の達成度 評価指標の達成度

適性に応じた

進路の実現 ①進路指導プログラムの改 ①・進路意識や学力を高める補習や模 ①・補習、課題テスト、模試等に対する満足度 〈評定〉 ○生徒はボランティア活動 ○生徒の補習や課題テスト、

善・充実を図り、進路達 試、行事に対する満足度は、生徒 は、生徒は58.4％と昨年度より減少した。 に参加しているが、その 模試等に対する満足度は、

成意欲を高める。 ・保護者ともに70％以上をめざ 一方、保護者の満足度は91.6％と増加し Ｂ 実績が大学進学や就職の 70％を超えていない。明確

す。 た。 際に、より一層評価され な進路目標を持つことが大

・進路意識を高める行事や講座に対する満足 るとよい。 きな躍進力になるので、早

度について、生徒は77.7％であり、78.0％ 期から個人面談を行い自己

の保護者が進路情報を得られる機会が設定 ○今後もボランティア等の 分析や進路調べを行う。ま

されていると感じている。 〈所見〉 社会貢献活動に参加して た、高い進路目標を設定す

個人面談への満足度は高 地域密着の機会を増やし ることで課題テストや模試

②三者面談・年次ＰＴＡな ②・個別面談に対する保護者の満足度 ②・個人面談に対する生徒の満足度は92.4％で い一方、補習や課題テスト 地元に目を向ける生徒が に積極的に取り組む生徒を

どにより保護者との連携 70％以上をめざす。 あった。 など学習面に対する生徒の 増えてほしい。 増やしたい。

強化に努める。 ・進路指導に対する保護者の満足度 ・進路指導に関する保護者の満足度の各項目 満足度が低い結果となっ

70％以上をめざす。 を平均すると85％であり、目標を達成で た。原因として生徒が設定 ○進路指導に対する保護者の

きた。 する進路目標、また、提供 満足度はおおむね評価指標

する学習内容に課題がある の目標に達してはいるが、

活動計画 活動計画の実施状況 のではと考える。 社会や入試が大きく変わっ

ていく中で、今よりも、最

①・進路実現のために補習、課題テス ①・補習、課題テスト、模試､｢サタデーサポー 補習、課題テスト、模試 新の情報を提供していく必

ト、模試を計画的に実施するだけ ト（土曜日補習)｣等の学習支援をその都度 等に対して積極的に取り組 要がある。そのため次年度

でなく､｢朝学｣｢総合的な探究の時 の状況に合わせて計画を見直しながら実施 んでいる生徒は58.4％と目 は毎月の進路便りを発行す

間｣｢土曜日補習」など様々な学習 した。 標に達成していない。しか るなどして、情報発信の充

支援を行い、学力や小論文力養成 ・「キャリアレクチャー｣｢サマーチャレン し、補習は希望制であり参 実を図りたい。

を図る。 ジ｣｢夢ナビライブ」や県内の大学との連携 加していない生徒の方が多

・「キャリアレクチャー」や「サマ など生徒の視野を広げる、それぞれの進路 い。補習に参加していない ○年次ＰＴＡの参加率を高

ーチャレンジ」などの高大連携行 決定につながる行事を４回実施した。 生徒は課題テスト、模試に め、参加できない保護者へ

事を年間３回以上実施する。 ・小論文模試を各年次ともに１回ずつ実施し 対して消極的であり評価を も情報が伝わるような工夫

・小論文講演会、進路講演会、保護 た。入試小論文指導は個別指導で行った。 低くしていると推測され を行い、家庭と連携して生

者対象の進路講演会を各１回以上 ・６年生の就職生集会を８回実施した。５年 る。この項目に関しては全 徒が進路を決定していける

実施する。 生の就職・公務員説明会を実施し、公務員 体の調査にすると低評価に ようにする。

・６年生の就職生集会を年８回、５ 希望の生徒には校外模試を実施して実力の なるのは必然である。

年生の就職・公務員説明会を年１ 判定と進路指導に役立てた。

回実施する。

②・夏季休業中、冬季休業中、大学入 ②・夏季休業中は生徒全員を対象に、冬季休業

学共通テスト後などに、三者面談 中及び大学入試出願前などには随時三者面

を実施する。 談を実施し、保護者との連携強化に努め

た。

・10月の年次ＰＴＡでは保護者対象の進路講

演会を実施し、進路について情報提供に努

めた。
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令和５年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（４）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題と
今後の改善方策

(4) 基本的生活習 評価指標 評価指標の達成度 総合評価
慣の確立を図
る生徒指導の ①生徒一人一人の自覚を促 ①・全校集会、または指導週間を月１ ①・年間で全校集会を５回、指導週間を11回実施した。 〈評定〉 ○非常に詳細に記述さ ○生徒課・各年次団
徹底 し、基本的生活習慣を身 回実施し、基本的生活習慣の確立 ・基本的生活習慣、社会のルールやマナーの大切さを自覚させ れているので、読む ・正副担任の共通

につけさせる。 を中心とした生徒指導の徹底・充 る指導に関する肯定的意見は、生徒は95.1％、保護者は87.3 ことで内容がよく分 理解の元、それぞ
実に努める。 ％、教員は96.9％であった。携帯電話・スマートフォン使用 Ａ かる。他の人に分か れの役割を明確に

・学校評価アンケートにおける、生 時のルールやマナーを理解させる指導に関する肯定的意見 ってもらうには、こ し組織的な連携を
活面に関する生徒の達成度80％以 は、生徒は95.4％、保護者は85.8％、教員は96.9％であっ のぐらいの記述が望 図り、効果的な指
上をめざす。 た。服装・頭髪等規程に沿った身だしなみを心がけて生活し ましい。 導を継続して行う

ているか（適切な指導が行われているか）に関する肯定的意 〈所見〉 必要がある。
見は、生徒は94.2％、保護者は89.8％、教員は100.0％であっ
た。 ９割近くの生徒は ○保護者と関係する

基本的生活習慣、社 複数の教員が連携
②あらゆる教育活動を通し ②・学校評価アンケートにおける、生 ②・学校には悩み等を相談できる教員や友達がいるかに関する生 会のルールの大切さ し、個別事案に応
て、きめ細やかな生徒指 徒指導に関する生徒・教員の達成 徒の肯定的意見は88.1％であった。学校は、保護者からの連 を自覚し生活するこ じた適切な支援を
導を行い、いじめの防止 度80％以上をめざす。 絡や相談に迅速かつ丁寧に対応することに関する保護者の肯 とができている。し 行う必要がある生
等の取組に努めるととも 定的意見は86.4％であった。教員の共通理解のもと適切でき かし、一部の生徒に 徒が複数いる。外
に教育相談活動の充実を め細やかな生徒指導に関する肯定的意見は、保護者は82.5 おいて自分勝手な行 部との連携協力を
図る。 ％、教員は93.8％であった。適切な保健・安全教育が行われ 動が見られる場面も とり、支援を継続

健康で安全な生活を心がけているかに関する肯定的意見は、 あった。 する必要がある。
生徒は93.6％、保護者は90.7％、教員は100.0％であった。

服装頭髪等の継続 ○健康と安全の意識
的指導を要する生徒 の上に立って健康

活動計画 活動計画の実施状況 はごく一部に限ら 管理を自ら実践で
れ、９割強の生徒は きるように日常的

①・ホームルーム活動、年次集会、全 ①・全校集会、年次集会、ホームルーム活動を通して、生徒指導 身だしなみを心がけ な指導が必要であ
校集会、指導週間等のあらゆる機 上の注意事項について生徒自身に考えさせ、事故や問題行動 て生活できており全 る。面談等を活用
会を活用して生徒の自覚を促し、 の未然防止を図った。また、毎月20日の「学校安全の日」に 体的に安定してい し生徒個人の実情
指導の徹底を図る。また、登下校 あわせて３日間もしくは４日間の指導週間を設定し、登下校 る。しかし、登下校 や悩みを聞き出し
指導、校内外巡視等を適宜実施 指導、服装・頭髪指導、遅刻指導、校内外巡視を実施した。 時のブレザー着用、 関わりを続ける努
し、生徒の実態把握とともに生徒 生徒会役員と生活委員による朝の挨拶運動、交通委員による 女子のスカート丈、 力が必要である。
の注意を喚起することによって事 下校時の交通マナーアップの呼びかけ等、生徒による活動も ネクタイの着こな
故や問題行動の未然防止を図る。 積極的に実施した。 し、奇抜な髪型、な ○交通安全に対する

どについての一部生 意識を高め、交通
②・授業態度、身だしなみやスマート ②・「携帯電話・スマートフォン校内使用禁止」の校則に基づい 徒の違反に対して ルールの遵守、自

フォン等に関する指導について教 て、落ち着いて学業に取り組める環境づくりに努めた。ま は、継続しての指導 転車用ヘルメット
職員が共通理解し、徹底を図る。 た、放課後の使用や校外での使用についても自覚を促し、ル が必要である。 着用の推奨、安全
また、教職員間の情報交換を密に ールやマナーを守り、よく考えて行動させることにより、携 運転の徹底と自他
し、個々の生徒の指導について連 帯電話・スマートフォンに関連するトラブルや犯罪の未然防 友だちや先生等校 の安全を守る意識
携して取り組む。さらに、ホーム 止を図った。また、授業時の生徒の態度や言動についての情 内に悩み事を相談で の向上に努めるこ
ルーム担任を中心に保護者との連 報交換を密にし、継続的な指導を行った。 きる生徒の割合や迅 とが重要である。
絡を密にし、相談等に対応する。 ・校外巡視等で関係機関との連携を深めることができた。 速で丁寧な相談体制

・長期休業中の校外巡視等を、ＰＴ ・各種講演会を実施した。 を評価する保護者指 ○SNSは公共の場であ
Ａや地域、青少年育成補導センタ ◇阿波吉野川警察署交通課より講師を招いて交通安全講話を 数は８割を超えてい ることや、その向
ー、警察署等の協力のもとで実施 実施した(7/19)。 る。今後も個に応じ こう側には善意の
し、連携を深める｡ ◇交通マナーへの意識の向上を目的として、阿波吉野川警察 た組織的な取り組み 人ばかりではない

・交通講話、非行防止教室、交通安 署と合同で交通安全運動を実施した(9/29)。 を継続していきた ことを意識させ、
全教室、薬物乱用防止教室（４年 ◇様々な非行と犯罪(加害･被害)の防止を目的として、阿波吉 い。 携帯電話やスマー
生対象)､健康教育講演会（４年生 野川警察署生活安全課から講師を招いて、非行防止教室を トフォン使用時の
対象）を年１回以上実施する。 実施した(12/21)。 適切な保健安全教 ルールやマナーを

・スクールカウンセラーや学校外の ◇阿波吉野川警察署生活安全課スクールサポーターを講師に 育が行われ高い評価 身につけさせるこ
機関とも必要があれば連携を取 招き、４年生に対して薬物乱用防止教室を実施した(5/9)｡ を受けている。９割 とが必要である。
り、丁寧な支援を行う。 ・４年生に対して緊急時に備えての心肺蘇生法講習会（12/13・ 以上の生徒は健康安

12/15）や夏季休業中に生活習慣改善プロジェクトを全学年で 全について高い意識 ○校則の見直しを継
実施した。 を持つ一方で、自己 続的に行うことで

・年に２回悩みごとアンケートを実施し、生徒の把握に努める の健康管理が不十分 その意義を理解さ
と同時にスクールカウンセラーへの支援要請など早期対応を な生徒が見受けられ せ、主体的に遵守
図った。 る。 する態度を養うこ

とが必要である。
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令和５年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（５）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題と
今後の改善方策

(5) 人権尊重の精 評価指標 評価指標の達成度 総合評価
神の涵養を図
る人権教育の ①人権教育指導計画の推進 ①・「人権学習ホームルーム活動の実 ①・人権学習ホームルーム活動の実施回数と内容は適切であり、 〈評定〉 ○堀内さんの講演会や ○人権学習ホームル
推進 と「“あわ”人権学習ハ 施回数と内容は適切であり、人権 人権教育は充実していると思う生徒の割合は､｢そう思う」 人権の日の取り組み ーム活動の主題設

ンドブック」の活用によ 教育は充実している｡｣と思う生徒 （47.4％）と昨年比8.2ポイント向上した。また「ある程度そ Ａ 等が詳細に記述され 定や内容について
り、人権問題を解決でき の割合は、80％以上をめざす。 う思う」は (41.9％)を合わせると89.3％（昨年比2.1ポイン ていて、とても分か 各年次の状況を考
る生徒の育成に努める。 ト増）であり、目標を達成することができた。 りやすい。 慮し、より一層精

選する。
②人権尊重の意識を高める ②・「人権の大切さを学び、それを日 ②・人権の大切さを学び、それを日常生活に活かそうとしている
ため、生徒の実態に応じ 常生活に活かそうとしている｡｣と と思う生徒の割合は､｢そう思う｣(56.0％）と「ある程度そう 〈所見〉 ○評価指標としてい
た具体的な取組の展開に 思う生徒の割合は、80％以上をめ 思う｣(36.7％）を合わせると92.7％（昨年比3.7ポイント増） る、生徒、保護者
努める。 ざす。 であり、目標を達成することができた。 人権学習ホームル の意見において、

・「人権を大切にする教育活動が行 ・人権を大切にする教育活動が行われていると思う保護者の割 ーム活動の中で“あ 「ある程度そう思
われている｡｣と思う保護者の割合 合は､｢そう思う｣(32.2％）と「ある程度そう思う｣(54.5％） わ”人権学習ハンド う」から「そう思
は、80％以上をめざす。 と合わせると86.7％（昨年比2.1ポイント増）となり、目標を ブックを活用し、多 う」の割合が増加

達成することができた。 様なテーマを取り入 するような取り組
れるよう配慮し、年 みを目指してい

活動計画 活動計画の実施状況 次の状況に応じた内 く。
容の展開となった。

①・人権学習ホームルーム活動におい ①・人権教育推進委員会で企画・立案した年間指導計画に沿って ○人権学習ホームル
ては、各年次や各クラスの実態に 人権学習ホームルーム活動が展開できた。 鴨島支援学校との ーム活動の展開や
応じた学習主題を設定し、できる ・主題設定には“あわ”人権学習ハンドブックを積極的に活用 交流は、数年ぶりに 資料等について、
だけ多くの「個別的な視点」や し、高校３年間を見据えてできるだけ「個別的な視点」と 11月の学校祭に参加 テーマは生徒の状
「普遍的な視点」を盛り込んだ授 「普遍的な視点」をバランスよく取り入れた。また、昨年度 することができ、生 況に合わせたもの
業を展開し、生徒が積極的に参加 と同様に「個別的な視点」の中でも特に「同和問題」に重点 徒たちのよい刺激に を用いるなど、常
できる授業の改善に努める。 を置き、各年次において必ず取り上げるように計画し実施し なった。 に状況を把握し精

・各年次で必ず「同和問題｣につい た。 選する。
ての学習を取り上げ、同和問題に ・人権学習ホームルーム活動の生徒の「自己評価票」により、 ｢ 人権教育講演
対する生徒の意識の向上を図る。 生徒の取り組みや感想が把握でき効果的に利用した。 会」は、久々の対面 ○人権学習ホームル

・徳島県人権教育推進方針に追記さ ・「人権の日」の放送で「生命の安全教育」にかかわる内容を 開催で実施でき、生 ーム活動や「人権
れた「日本人拉致問題｣｢災害時に 取り入れた。 徒・教員・保護者一 の日」の放送、学
おける人権問題」「性の多様性」 同が堀内さんの音楽 校祭など、人権委
についても教材化に努め､｢いのち ②・「人権新聞」を各学期毎３回発行し、生徒の感想文等内容の と言葉で心一つとな 員が活躍できる機
の安全教育」についても「人権の 充実を図り、家庭への良き情報発信となった。 れた。心温まる感動 会を設け、主体的
日」の放送等に取り入れる。 ・鴨島支援学校との交流について、５月は新型コロナウイルス 的なコンサートだっ に活動できるよう

・授業展開・資料に関して近年の新 感染症の影響が残り運動会に参加できなかったが、11月の学 た。 事前の指導を工夫
しい人権課題や他校の動向等も考 校祭には参加ができ、数年ぶりに交流を深めることができた｡ していく。
慮し指導内容の改善に努める。 ・10月に実施した人権教育講演会は、シンガーソングライター 今年度で16年目で

として活躍されている堀内佳さんをお招きし､｢いま・しあわ ある「人権の日」の ○「人権の日」の放
②・支援学校や他校との交流への積極 せに生きるために！」というタイトルで人権コンサートを開 放送は、朝の学習時 送では、中学校と

的な参加を促し、人権意識の高揚 催した。コロナ禍あけ4年ぶりに生徒・教員・保護者が体育館 間を利用し各ホーム 連携して、引き続
を図る。 へ集まっての対面開催で、会場全体が堀内さんの歌声に温か ルームの人権委員が き「個別的な視
・人権新聞は内容の充実を図り、年 く包まれ、それぞれが想像力をはたらかせながら自分たちの 意欲的に取り組め 点」や身近な人
３回発行する。 幸せについて考える時間となった。 た。Zoom配信にも慣 権、最近の人権問

・講演会や「人権の日」の放送等に ・毎月10日の「人権の日」では年間を通じて各ホームルームの れてきて、担当生徒 題等について考
ついては、中学校や保護者等に配 人権委員による「人権の日」の放送を行い、人権委員会活動 も積極的に活動し、 え、様々なテーマ
慮して検討し充実させる。 の活性化に繋がった。取りあげたテーマは､｢バリアフリー」 啓発活動がより充実 となるよう内容を

・校内外の様々な取組において人権 ｢性暴力｣｢アイヌの人びと｣｢障がい者」等の問題を取り上げ、 したという感があ 工夫する。
委員がリーダーシップを発揮し活 生徒自身の人権意識や道徳に対する意識の向上に努めた。 る。
動が活性化するよう指導する。 中学生にも放送を担当してもらい､「沖縄戦」「アンネのバ

・人権尊重の精神の涵養を図り、日 ラ」等をテーマとして修学旅行や吉野川市人権教育研究大会 夏休みに人権標語
頃の声かけ、呼びかけに努める。 で学んだことを紹介し、中高連携で同じ人権課題について共 や「ほっとHOTメッ

・道徳教育の観点からも生徒一人一 に学ぶ機会とした。校内において人権委員がリーダーシップ セージ」作品を作成
人の「生きる力」の育成に努め を発揮し、啓発活動が活性化している。 することで、生徒は
る。 ・各学年・各ホームルームで、年数回の生徒面談を行うととも 身の回りの人権問題

に、昼休みや放課後には生徒の様子をみて声かけ等を行って や、周囲の人への感
いる。 謝の気持ちに気づく

ことができた。
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令和５年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（６）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題と
今後の改善方策

(6) 心身ともに健 評価指標 評価指標の達成度 総合評価

康な生徒を育

てる特別活動 ①学校行事、生徒会活動等 ①・川島中高祭、球技大会などの学校 ①・川島中高祭、球技大会など、学校行事への 〈評定〉 ○特別活動と部活動は違 ○生徒会役員会や各種委員会

の充実 を通じて生徒の自主性の 行事で生徒の自主的な取組を促す 生徒の満足度が89.6％となり目標の90％以 う。重点課題に特別活動 を開催し、ホームルームや

育成に努める。 ことにより、生徒の満足度90％以 上は達成できなかった。 Ｂ と部活動を並べて記述す 部活動における満足度・不

上をめざす。 ・コロナ禍以前のようには生徒は主体的に、 ることが望ましい。 満足度などを検証し改善す

・生徒の主体性を促し、学校行事や 学校行事や生徒会活動に積極的に参加はま る。

生徒会活動に積極的に参加するよ だまだできていない。

う適切な指導を行う。 ○生徒会活動がより積極的に

〈所見〉 行えるよう、定期的な情報

②部活動のより一層の充実 ②・部活動の入部率90％以上をめざ ②・部活動の入部率は93％（男子92％、女子 交換会やアンケート調査を

と活性化を図る。 す。 94％）と目標を達成できた。 本年度は新型コロナウイ 活用し、生徒の意見を積極

・各部代表生徒による部活動委員会 ・部活動委員会を年２回開催し、部活動の活 ルスの影響も少なくなり、 的に取りあげ学校行事に活

を年２回開催する｡ 性化等について話し合うことができた。 コロナ禍以前の学校行事の かしていくよう工夫する。

規模に戻る中で、生徒会は

活動計画 活動計画の実施状況 積極的な活動ができた。し ○生徒主体の活動が行えるよ

かしマスクの着用や黙食等 う特別活動課教員と生徒会

①・川島中高祭への積極的参加を促 ①・生徒会では役員を中心に、学校祭の計画や で生活してきた3年間の影 役員との連絡を密にし学校

し、意識の高揚を図る。また、生 実施、あいさつ運動などを行う事ができ 響は大きく、一般生徒が積 行事等の事前準備を十分に

徒会を中心に生徒が主体となって た。また、教員が適切な方向付けを行うこ 極的な学校行事への参加は 行う。

運営できるよう適切な指導を行 とで生徒が主体的に学校行事が運営できる まだまだできていないよう

う。 ようになってきた。 に感じた。 ○川島高校の特色を生かした

部活動の在り方と並行して

②・部活動への積極的な参加を促す。 ②・今年度は、昨年度より全体の部活動への入 部活動の入部率は目標を 中高一貫教育校としての利

また、部員同士で十分に話し合い 部率は少し低かったが、入部した生徒は年 達成した。複数の部活動に 点を活かす部活動の在り方

をさせ、年間活動方針を明確にさ 間を通じて充実した活動を行った。 入部している生徒もおり、 を考える。

せる。 ・部活動委員会を通して、各部活動間で連携 積極的に部活動に参加して

・各部代表生徒による部活動委員会 を深めると共に、より充実した部活動の在 いることがうかがえる。少 ○コロナ禍収束に伴い、生徒

を通して、部活動間で連携を深め り方を話し合った。 子化が進む中、本校におい 会は積極的に学校行事等を

るとともに、問題点を抽出し話し ても今後、生徒数が減少す 運営できるようになってき

合う。 ることが想定される。本校 たが、一般生徒はまだまだ

の課題を整理し川島高校と 積極的な参加ができていな

してより良い部活動の在り いように思われるので、今

方を考えていきたい。さら 後は一般生徒に対する学校

には上述した内容も踏まえ 行事への積極的な参加を促

て中高一貫教育校としての し、より充実した学校行事

特色を活かす部活動運営を が実施できる方策を考え

模索したい。 る。
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重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題と今後の
改善方策

(7) 環境教育及び 評価指標 評価指標の達成度 総合評価
国際理解教育
の推進 ①「新学校版環境ＩＳＯ｣ ①・｢『新学校版環境ＩＳＯ』に取り組 ①・「清掃活動や環境美化に積極的に取り組ん 〈評定〉 ○アンケートでは、清掃活動

に取り組むなど環境保全 み、清掃活動や環境美化に積極的 でいる」と回答した生徒の割合は80.1％ や環境美化に対する生徒の

活動に努める。 に取り組んでいる｡｣と思う生徒の で、目標を達成することができた。 Ｂ 意識、ゴミ分別等に対する
割合は、80％以上をめざす。 ・「ゴミの分別・節電・節水等に努めてい 意識いずれも、昨年よりや

・「ゴミの分別・節電・節水等に努 る」と回答した生徒の割合は88.7％で、目 や増加した。来年も継続で
めている｡｣と思う生徒の割合は、 標を達成することができた。 きるように、日々の生活の
80％以上をめざす。 〈所見〉 中での様々な活動を大切に

したい。
②国際性を高めるため積極 ②・「外国語の習得や国際理解に努め ②・「外国語の習得や国際理解に努めようとし 清掃活動や環境美化、ゴ 年度が変わっても、新たに
的に国際交流を図る。 ようとしてＡＬＴとの授業に積極 てＡＬＴとの授業に積極的に取り組んだ｡｣ ミの分別等について、多く 熱心に活動する生徒が現れ

的に取り組んだ｡｣と思う生徒の割 と思う生徒の割合は72.5％と目標値に届か の生徒は熱心に取り組めて るように、様々な活動のな
合は、80％以上をめざす。 なかった。 いた。また、「レッツクリ かで、先輩が後輩へ働きか

ーン」環境美化活動に参加 けをするよう促したい。
した生徒は、環境美化への
意識がより高められたよう ○コロナ禍で中止されていた
だ。体験させることの重要 オーストラリアへの海外語
性を感じた。 学研修を再開し、継続的に

海外に目を向けて広い視野
国際交流に関する項目で と語学力を持った生徒を育

は、評価指標を下回った てる。
活動計画 活動計画の実施状況 が、毎年恒例の四国大学と

の異文化交流会やその他研
①・『新学校版環境ＩＳＯ』告知板を ①・『新学校版環境ＩＳＯ』で掲げた行動方針 修会に個人的に参加する生

掲示し、活動内容の広報に努め に基づき、様々な活動を行った。 徒も多く、他にもJRC部の
る。 ・各クラスでＥｃｏＤｉａｒｙ（節電・節水 海外に向けての支援活動な

・各クラスの日直に「節電・節水、 ・ゴミの分別等の記録表）を記入し、啓発 ど積極的に国際理解に目を
ゴミ処理、環境美化への取組」を に役立てた。 向ける生徒の割合は増えて
ＥｃｏＤｉａｒｙに記録させ、意 ・美化委員を中心に、ゴミの分別に取り組 いると感じる。
識の高揚を図る。 んだ。

・各クラスにゴミ箱３種類と「古紙 ・「レッツクリーン」環境美化活動を３回実
回収箱」を設置し、ゴミ分別とゴ 施した。
ミの減量化を呼びかける。 ・電気・水道の使用量のグラフおよび環境美

・「レッツ・クリーン」環境美化活 化や節電・節水についての啓発のためのミ
動を積極的に推進する。 ニポスターを掲示し、環境美化への協力を

呼びかけた。

②・ＩＣＴを活用して海外の文化や習 ②・教科書の補足資料として動画やＨＰを積極
慣について興味・関心を高める授 的に授業で生徒に見せることで、興味関心
業を行い主体的に学習に取り組む を高めるように努めた。
態度を育成する。 ・ＡＬＴとの英語のティームティーチングで
・海外の学校との交流行事や校外の は、ＡＬＴの出身国であるカナダの食文化
国際理解プログラムへの参加を積 や祝祭日についてゲームを通して学んだ。
極的に促し、参加に向けた適切な また、英語の構造をわかりやすく体験的に
指導を行う。 学べる授業や、生徒の英語学習への取り組

みを促す授業に努めた
・県内の大学（四国大学）の留学生（５か
国）との交流会を開催し、５名の生徒が参
加した。

・四国大学で行われた「わくわくイングリッ
シュセミナー」に15名参加した。
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重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題と

今後の改善方策

(8) 開かれた学校 評価指標 評価指標の達成度 総合評価

づくりと安全

教育の推進 ①地域貢献活動等の活性化 ①・ボランティア活動を通じて感動や ①・今年度は多くの行事が対面型で行われ、生 〈評定〉 ○トルコへのボールペン寄 ○ホームページについては、

や、ホームぺージ等を活 喜び、達成感などを習得し、心豊 徒の活動は校内郊外とも他者との交流が可 付活動や川島こども食堂 各行事の記録更新に加え、

用した広報活動の充実を かな生徒の育成をめざす。 能となった。 Ｂ の運営ボランティアに参 部活動の日々の活動記録も

図り、家庭や地域の連携 ・学校行事や部活動等ホームページ ・ホームページが充実しており、学校の活動 加してもらって、活動の 定期的に更新できるように

を深め、外部評価結果を 更新を速やかに行い、アクセス数 状況を理解するのに役立っていると思う割 輪が広がった。来年度は する。多くの教員で分担し

生かす取組を促進する。 を増やす。 合は、生徒が74.9％、保護者は68.7％とほ 生徒の皆さんの側から､ て業務を行えるよう、ホー

ぼ前年度と変わらない。毎日平均2000カウ 「こんなことをしたい｣ ムページの更新についての

ントの閲覧があり、多いときには8000カウ 〈所見〉 というような提案をして 研修を充実させる。

ントを超えた。 もらいたい。生徒の皆さ

ホームページについて、 んの意見を聞くことで、 ○今年度に引き続き、地域で

②地域と連携した安全・防 ②・防災・減災の意識が向上したと実 ②・「防災・減災の意識が向上した」生徒の割 学校行事の様子を実施後速 ボランティアを受け入れ の防災クラブの積極的な活

災教育の積極的な推進に 感できる生徒の割合は、80％以上 合は91.7％で、目標を達成できた。実際に やかに発信できた、また、 る側にも気付きがある。 動を行う。また、実際に起

努め、地域防災を担う人 をめざす。 地震が起こったときも、教員の指示を待た 生徒の関心が高い部活動に 子どもたちの意欲を共有 こり得ることを想定した防

材を育成する。 ずに、ほぼ全員が素早く机の下に隠れるな ついての更新頻度が高まっ し、生かしていきたいと 災訓練を行い、生徒の意識

ど、初動対応ができていた。 たことでより一層本校への 考えている。 や対応力を高める。生徒だ

関心の向上につながったと けでなく教職員にとって

思われる。 も、実践的な訓練になるよ

う工夫する。

活動計画 活動計画の実施状況 防災訓練は、毎年同じよ

うな訓練にならないよう

①・イベントに際しては積極的にボラ ①・今年度は川島こども食堂の運営や募金収集 に、設定を変えるなどし

ンティア参加を促す。 活動などのボランティア活動に積極的に参 て、工夫して行っている。

・ホームページ更新方法の講習会等 加できた。 生徒の防災意識にも良い影

を開くこと、各分掌で担当を設置 ・ホームページの更新では、学校行事の様子 響を与えることができた。

することで、掲載情報の拡充に重 を実施後速やかに発信した。

点を置き、最新情報の掲載や項目

の追加を適宜効果的に行う。

②・より実践的で生徒らが主体的にで ②・防災訓練は、今年も内容を変更した。状況

きる防災訓練・避難訓練を実施す を把握し考えて行動するなど、生徒の意識

る。 の高まりにもつながった。

・地域の防災訓練への参加呼びかけ ・今年度は４年ぶりに地域と合同で防災訓練

を行う。 を行うことができた。地域との連携を深め

・防災クラブによる積極的な防災活 ることができた。

動を学校行事などを通して実施す

る。


